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 キャリア教育だよりでは、保護者の皆様に福祉や進路、副籍交流に関する最新情報を分かりやすくお

伝えしていきます。学校生活の他、御家庭での日常生活の事や将来のことなど何か心配なことがありま

したら、担任を通じて支援部まで御相談ください。 

１ 支援部の紹介 

【特別支援教育コーディネーター】 

・学校内での児童・生徒への支援、調整 

・関係機関に対する学校の窓口の役割 

・副籍など地域の学校間の連絡・調整 

・地域の関係者との連絡・調整 

 

 行政や施設の関係機関に出向いて 

水元小合学園のことを紹介したり、 

地域の福祉や医療の勉強会に参加し

たりしています。 

 家庭での困り感や相談事など、い

つでもお声かけください。 

            

【進路専任】 

・進路先との連絡調整 

（実習・見学など） 

・行政との連絡調整 

・進路先の情報発信 

・進路関係の相談 
 （随時） 

【担当主幹教諭】 

・校内支援の統括 

・PTA活動の担当 

・関係機関への情報 

 発信など 

２ 保護者学習会について 

（林田 文） 

（髙岡 由依） 

（高橋 亜矢）    

 今年度は、保護者向けの学習会を年２回計画しています。なるべく多くの保護者の方々に、学習会

に参加していただき、お子様を取り巻く環境について知っていただければと思います。第１回の参加

は、随時受け付けています。今年度は、昨年度に引き続きＴｅａｍｓを利用した配信も計画しておりま

す。参加しやすい方法で、是非とも御参加ください。  

 開催日時 学習会のテーマ 講師・内容 

第１回 令和６年 

６月１８日（火） 
10時から11時30分まで 

「かしこく使おう  

 区の福祉サービス」  
講師：葛飾区福祉部障害福祉課 

第２回 令和７年 

１月下旬 
  

日時や内容が決まり次第、お知らせします。 



４ 関係機関訪問について 

６ 耳より情報 

３ 副籍交流について 

編集後記          

 新学期が始まり１ケ月が過ぎま

した。御家庭でお困りのことがあ

りましたら、いつでも担任を通し

て質問してください。（石井） 

関係機関訪問とは、保護者の希望のもと、担任が療育施設、病院等の関係機関を訪問し、関係機関の

方々と日々の取り組みについて情報交換をすることです。例年は夏季休業中に実施して

います。相互の取り組みや関わりについて情報交換をすることで、学校生活をより充実

させていくことを目的に実施します。詳細は６月上旬にお知らせします。訪問希望の調

査用紙を配布しますので希望を御記入の上、担任まで御提出ください。 

昨年度は２４の小・中学校で、４０名の児童・生徒が副籍交流を行いました。そのうち直接交流を行っ

たのは２８名、間接交流を行ったのは１２名でした。直接交流では朝の会や帰りの会の他、ゲーム大会、

音楽会、運動会、展覧会、文化祭等に参加しました。また、図書の時間や外国語、図工、音楽、体育等の

授業に参加した児童もいました。間接交流ではお便りでの交流に加え、本校で作った作品を飾っていただ

いたり、地域指定校の友達からの手作りプレゼントをいただい

たりした児童・生徒もいました。現在、今年度の交流開始に向

けて地域の小・中学校と相談を始めたところです。今年度も一

人一人の心が育つ交流を進められるよう、アイデアを出し合っ

て進めていきます。必要に応じて本校のことや、交流する児

童・生徒について紹介する理解推進授業も実施していきます。  

５ 支援会議について 

本校では、本人・保護者と区の障害福祉課との支援会議を行っています。児童・生徒の将来の自立と社

会参加に向けて、系統だった支援を実施していくために夏季休業中を中心に実施いた

します。（対象児童・生徒：小学部４年、中学部１年、高等部１年）なお、対象とな

る学年以外でも、相談をされたい場合がございましたら、担任までお知らせください。

詳細は６月上旬にお知らせします。支援会議を通して、児童・生徒の地域生活が豊かな

ものになるよう、学校・保護者・関係機関と連携を図っていきたいと考えております。 

令和６年４月１日より、こどもの補装具支給制度の所得制限が『撤廃』されました。 

従前は、障害児本人又はその保護者等の世帯員のいずれかが一定所得以上の場合 （市町村民税所得割

の最多納税者の納税額が46万円以上の場合）には補装具費の支給対象外となり、全額自己負担 でした

が、今回の制度の変更により、障害児本人またはその保護者などの世帯員のいずれかが一定

所得以上の場合も含め、すべての障害児が補装具費の支給対象となり、利用者負担は原則１

割となります。利用者負担は原則１割としつつ、世帯の所得に応じて負担上限月額は下記の

表にあるとおりとなっています。詳しくは、葛飾区障害福祉課までお問い合せください。 

  世帯区分    対  象    上限額 

  生活保護 生活保護世帯        ０円 

  低所得者 市町村民税非課税世帯        ０円 

   一般 市町村民税課税世帯   ３７，２００円 

所得別月額負担上限額 （葛飾区 身体・知的障害者福祉のしおり 令和６年４月改訂版P28より） 


